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水道施設係（R7(2025).12） 

開発分譲工事の注意事項（施工者向け） 

 

 

（管種・管径） 

開発分譲工事で使用する配水本管の管種は下表のとおりとする。 

配水本管口径 管  種 

φ２００㎜～４５０㎜ ダクタイル鋳鉄管（ＧＸ型内面粉体塗装） 

φ７５㎜～φ１５０㎜ 
ダクタイル鋳鉄管（ＧＸ型内面粉体塗装）又は 

配水用ポリエチレン管（ＰＥ） 

φ５０㎜ 配水用ポリエチレン管（ＰＥ） 

（注１）寄附の対象は、原則上記の管 

（注２）ダクタイル鋳鉄管（K型）は使用しない。 

 

（弁・弁筐） 

設置する仕切弁は右回り開とし、ソフトシール仕切弁を設置する。フランジ型は原則使用し

ないこと。万が一、フランジを使わざるを得ない場合は、フランジ部分には片締め防止のため、

緩み防止ゴムパッキン(ステンレス芯金板入りゴムパッキン)を設置すること。弁筐は鋳鉄製の

ねじ式弁筐とし、色は青色を標準とする。 

 

（排水設備） 

排水弁及び排水管の口径は下表のとおりとする。 

配水本管口径 排水管口径 

φ２５０㎜～φ３００㎜ φ１００㎜ 

φ１００㎜～φ２００㎜ φ７５㎜ 

φ７５㎜ φ５０㎜ 

φ５０㎜ φ２５㎜ 

排水弁は水道用ダクタイル鋳鉄（メタルシート）仕切弁を使用すること。弁筐は仕切弁と同様

に鋳鉄製のねじ式弁筐とし、色は黄色を標準とする。 

排水管の管種は亜鉛引き鋼管（SGP-VB）の使用を標準とし、排水弁と排水先の側溝の間

に逆止弁を設置する。 

排水弁の設置位置は、管路末端部もしくはその管路の凹部付近とし、排水先は側溝のグレーチ

ング部に設け、側溝の下流へ排水口が向くように設置する。 

 

（管路計画） 

水道管の埋設位置は、南北道路であれば東側から１．２ｍ、東西道路であれば北側から１．２
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ｍの位置に埋設することを標準とする。ただし、取出しの状況（南北道路で東側に取出しが無

いなど）や下水道管との取合いにより埋設位置を検討し、道路管理者と埋設位置等に関する事

前協議を行うこと。 

また、排泥弁及び消火栓等の設置が必要な箇所については、開閉に交通への影響が最小限

となるよう占用位置を決定する。 

 埋設深さは、DP＝０．７ｍより深く計画し、サドル分水栓頂部から１０cm までは山砂で埋め

戻す。 

 

≪イメージ図≫ 

〈東西道路の場合〉 〈南北道路の場合〉 

（解説） 

仕切弁の設置位置については、道路隅切りより１ｍ以上離れた位置に設置する。 

分岐部がない直線部分では、原則２００ｍ毎に１箇所仕切弁を設置するものとする。但し、給

水栓が多い場合、漏水事故等を考慮し、直線２００ｍ以内であっても仕切弁を設置するものと

する。設置箇所については水道事業と協議し、決定すること。 

不断水分岐仕切弁は、原則、弁筐を設置せず埋め戻すこと。ただし、水道事業と協議の上、了

承を得た場合はこの限りではない。 
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≪イメージ図≫ 

〈開発道路が既存道路につながる場合〉 〈開発道路が行き止まり道路（市へ帰属）の場合〉 

（解説）  

管末が他の道路につながるような場合、小山市水道事業との協議により、将来ループ化を見

据えて管末の排水弁をソフトシール仕切弁にする。 

 

≪イメージ図≫ 

〈開発道路が曲る場合〉 

（解説） 

配水管を９０°曲げる際に、９０°曲管を使うと水圧による不平均力が大きくなり配管がゆる

み・離脱する恐れがあるため、４５°曲管を２個使って曲げるように施工する。（配水用ポリエチ

レン管も同様） 

 

（消火栓） 

 開発地内が消防に必要な水利基準に適合しない場合、消火栓を設置することになる。消火栓

の設置位置等は消防本部との協議の上、決定すること。 

1.0m以上 

ソフトシール仕切弁 

※排水弁 

同径のソフトシール仕切弁を設置する。 

逆止弁を設置する。 

排水管は亜鉛引き鋼管（SGP-VB）を標準と

する。 

将来本管が整備

されたときに接

続できるように。 

※排水弁 

水道用ダクタイル鋳鉄（メタルシート）仕切弁とする。 

逆止弁を設置する。 

排水管は亜鉛引き鋼管（SGP-VB）を標準とする。 
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水道管の曲りは、90°曲管は使わず、

45°×2組で曲げる。 
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 設置する消火栓について、リフト式排気弁付きの消火栓（排気弁付き）、口径φ３００ｍｍ以上

の配水管では地下式双口消火栓を標準とする。 

 

 （施工上の注意） 

・配水管工事については、小山市水道工事標準仕様書に準拠する。 

・配水用ポリエチレン管（PE）の施工には、配水用ポリエチレンパイプシステム協会の継手講習

の受講修了者、ダクタイル鋳鉄管（GX）の施工には、日本ダクタイル鋳鉄管協会等が行う GX・

NS型接合講習の受講終了者を従事させること。 

・配管施工の際には、配水用ポリエチレンパイプシステム協会及び日本ダクタイル鋳鉄管協会の

接合チェックシートを用いて品質を確保すること。 

・ダクタイル鋳鉄管を布設する際には、配管にポリエチレンスリーブを巻くこと。 

・配水用ポリエチレン管を布設する際には、配管に溶剤浸透防護スリーブを巻くこと。 

・不断水分岐バルブや分水サドルにも防食フィルムを必ず巻くこと。 

・不断水分岐バルブや分水サドルは隣接する継手や分水栓から３０cm以上離すこと。 

・他の埋設物（埋設管、構造物の基礎等）より３０ｃｍ以上の離隔を確保すること。やむを得ず間

隔が取れない場合は、適切な損傷防止を図ること。 

・メータボックスは、φ２０㎜の取出しについては、MB25型で２段のものを使用する。 

・工事施工状況の写真を撮ること。（特に継手を使用する箇所） 

 

（工事申込審査時の注意事項） 

・開発分譲工事の申請には、必ず使用材料承認書に使用材料の承認図を添付し提出する。 

・施工する配管種に該当する継手終了証の写しを提出する。 

 

（工事完了までの流れ） 

・管布設後の水張り・洗管は計画的に行い、事前に水張する日時を水道事業へ連絡する。 

・管布設後の水張り・洗管時には、周辺で水道水が濁る恐れがあるため、最新の注意を払うこ

と。何かあった際にはすぐに対応できる体制を確保する。 

・工事完了したら、給水装置工事完成届兼完成検査申込書を提出し検査を受けること。 

  

（寄附申込） 

・工事完了検査後、開発行為で寄附対象の物件については、「水道施設寄附申込書」を提出する。 

・寄附申込に必要な添付書類は、「水道施設寄附申込書」に記載があるので、確認をすること。 

・寄付の受入れ手続きが完了したら、寄附受入書を申請者に渡す。 

※寄付申込内容が変更されている可能性があるため、資料等は上下水道お客様センター窓口

に確認すること。 


